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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成23年9月15日(2011.9.15)

【公開番号】特開2010-44196(P2010-44196A)
【公開日】平成22年2月25日(2010.2.25)
【年通号数】公開・登録公報2010-008
【出願番号】特願2008-207829(P2008-207829)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   9/08     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/087    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   9/08    　　　　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３６５　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３８４　

【手続補正書】
【提出日】平成23年8月1日(2011.8.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
結着樹脂、極性樹脂、着色剤及びワックスを含有するトナー粒子を有するトナーであって
、該トナーにＵＶ光硬化性組成物を浸透させた際の、浸透時間５秒における浸透膜厚をＬ
（μｍ）、５秒以上１０秒以下における平均浸透速度をＶａ（μｍ／ｓ）、１０秒以上１
５秒以下における平均浸透速度をＶｂ（μｍ／ｓ）とするとき、Ｌ，Ｖａ及びＶｂが下記
条件：
０．３０≦Ｌ≦０．６０　　　　　　式（１）
０．０４０≦Ｖａ≦０．０７０　　　式（２）
Ｖａ＜Ｖｂ　　　　　　　　　　　　式（３）
を満たし、該トナーの１００℃における粘度が３．０×１０３乃至４．５×１０４Ｐａ・
ｓであることを特徴とするトナー。
【請求項２】
前記Ｖａ及びＶｂが下記条件：
１．２≦Ｖｂ／Ｖａ≦２．０
を満たすことを特徴とする請求項１に記載のトナー。
【請求項３】
２５℃において、負荷速度９．８×１０－５Ｎ／ｓｅｃで負荷０Ｎの状態から２．９４×
１０－４Ｎまで荷重を該トナーにかけてから除荷するまでの、微小圧縮試験で得られる変
位曲線において、荷重をかけ始めてから終了するまでの変位曲線の傾きをＲ（２５）とし
たとき、Ｒ（２５）が下記条件：
４．９０×１０－４≦Ｒ（２５）≦１．２７×１０－３

を満たすことを特徴とする請求項１又は２に記載のトナー。
【請求項４】
該極性樹脂が該結着樹脂１００質量部に対して合計で１０乃至５０質量部含有されている
ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載のトナー。
【請求項５】
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該トナー中に含有される極性樹脂の酸価が３．０乃至３０．０ｍｇＫＯＨ／ｇであること
を特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載のトナー。
【請求項６】
該トナー中に含有される極性樹脂のガラス転移点（Ｔｇ）が７０乃至１２０℃であること
を特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載のトナー。
【請求項７】
該トナー粒子は、重合性単量体、極性樹脂、着色剤、及びワックスを含有する重合性単量
体組成物を水系媒体中に分散、造粒し、重合性単量体を重合することにより得られること
を特徴とする請求項１乃至６のいずれかに記載のトナー。
【請求項８】
該極性樹脂がビニル系重合体であることを特徴とする請求項１乃至７のいずれかに記載の
トナー。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明のトナーは、結着樹脂、極性樹脂、着色剤及びワックスを含有するトナー粒子を
有するトナーであって、上記トナーにＵＶ光硬化性組成物を浸透させた際の、浸透時間５
秒における浸透膜厚をＬ（μｍ）、５秒以上１０秒以下における平均浸透速度をＶａ（μ
ｍ／ｓ）、１０秒以上１５秒以下における平均浸透速度をＶｂ（μｍ／ｓ）とするとき、
Ｌ，Ｖａ及びＶｂが下記条件：
０．３０≦Ｌ≦０．６０ 式（１）
０．０４０≦Ｖａ≦０．０７０ 式（２）
Ｖａ＜Ｖｂ 式（３）
を満たし、上記トナーの１００℃における粘度が３．０×１０３乃至４．５×１０４Ｐａ
・ｓであることを特徴とする。
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